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情報サロン

農業総合試験場

水稲糯新品種「愛知糯１１５号」を開発

１ はじめに

「愛知糯１１５号」は、栽培しやすく、品質、食味が優れたもち米の新品

種です。平成11年度に育成を開始し、12年の歳月をかけて開発しました。

２ 生育特性

、 「 」 、(１)出穂期と成熟期は うるち米の あいちのかおりＳＢＬ とほぼ同じで

愛知県の熟期区分では、中生品種になります。５月下旬～６月上中旬の

田植えで、10月上中旬の収穫となります。

(２)稈が太くて強いために倒れにくく、さらに、縞葉枯病抵抗性を持ってい

るため、栽培しやすい品種です。

(３)穂数はやや少ないですが、穂重が重いために収量は安定して多く 「十五、

夜糯 「喜寿糯」に比べて、10％程度多収です。」、

３ 品質・食味

(１)玄米千粒重は約28ｇで、もち米では日本最大級の大粒品種です。また、

玄米白度が高く、外観品質が優れます。

(２)餅は、くすみのない白色で、伸び、粘りが良好です。おこわは、大粒の

ために見栄えが良く、粘り、味が高評価です。

４ おわりに

現在、平成26年度に奨励品種に採用することを目標に種子を増殖中で、一

般栽培は平成27年度からを予定しています。

写真１ 成熟期の草姿 写真２ 玄米の形状

（左：愛知糯１１５号、右：十五夜糯） （左：愛知糯１１５号、右：十五夜糯）



地域トピックス 

豊田加茂農林水産事務所                

 

平成２４年度愛知県茶業振興大会が開催されました！ 

 

 平成２４年１０月２７日（土）に「平成２４年度愛知県茶業振興大会」が、Ｊ

Ａあいち豊田本店で開催されました。 

 愛知県茶業振興大会は、愛知県のお茶の生産振興や生産技術の向上を図ると

ともに、県内産のお茶を県民の方々に広く知っていただくことを目的として、

愛知県、関係市及び愛知県茶業連合会の共催で、毎年開催しています。 

 愛知県茶業振興大会に先だち、「愛知県茶品評会」が愛知県農業総合試験場 

東三河農業研究所研修館で、平成２４年７月１０日（火）、１１日（水）に行

われ、審査の結果、最高賞である「農林水産大臣賞」を豊田市茶業組合の石川

龍樹（いしかわたつき）さんが「てん茶」で受賞、「かぶせ茶」でも「愛知県

知事賞」を受賞することになりました。 

 その他にも、豊田市茶業組合の方は、東海農政局長賞等の各賞を受賞、また、

質の高い茶葉を多く出品した最優秀産地に対する「産地賞」も「豊田市」が受

賞することになりました。 

  

「平成２４年度愛知県茶業振興大会」では、東海農政局生産部長、愛知県議

会副議長を始めとした来賓を迎え、県農林水産部長、豊田市長、愛知県茶業連

合会長を始めとした主催者が出席して、「愛知県茶品評会」受賞者に対する表

彰式典、出品茶展示、茶消費拡大イベント、茶業関連機械資材展示会が行われ

ました。 

 茶消費拡大イベントでは、かぶせ茶・和紅茶の振る舞い、抹茶の呈茶、県内

各産地のお茶販売、お茶の生産地紹介やお茶を使った料理のレシピなどのパネ

ル展示を行い、あいちのお茶を消費者にＰＲしました。 

     

（品評会の様子）         （振興大会 受賞者記念撮影） 



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

農林水産祭の「実りのフェスティバル」開催

第51回を迎える農林水産祭の「実りのフェスティバル」が11月10、11日の２

日間、東京都千代田区の日比谷公園で行われました。今年から会場を変更し、

屋外でのイベントになり多くの人で賑わいました。

イベントについて

本行事は、農林水産部門で優れた業績

を挙げた団体・個人を顕彰する三賞（天

皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業

振興会会長賞）の受賞式典にあわせて行

われる行事で、昭和36年に始まり、今年

で51回目の開催となりました。広く国民

に農業を理解してもらうため、これら三

賞受賞者の展示コーナー、政府特別展示

コーナー、都道府県技術・経営普及展コ

ーナーが設けられています。今回も昨年

に引き続いて東日本大震災の被災地支援コーナーも設けられました。昨年は県

、 。 、内の生産者が天皇杯を受賞しましたが 今年の受賞はありませんでした また

今回の都道府県技術・経営普及展ではおおばの展示を行いました。

10日の午前中は秋篠宮殿下ご夫妻によ

るご観覧が行われ、その後一般観覧とな

り、参加した38都道府県の販売ブースで

は、お国自慢の野菜、果実、漬物やジャ

ム等の加工食品、銘柄酒、水産及び畜産

加工品が展示即売され、多くの来客で賑

わいました。会場には、各県のゆるキャ

ラやキャンペーンレディがイベントを盛

り上げていました。

愛知県ブースでの販売

本県ブースでは、キャベツ、おおば、トマト、ミディトマト、ミニトマト、

技術・経営普及展の愛知県コーナー

天皇杯の受賞展示



、 、 、 、ブロッコリー ふき 次郎柿 ぎんなん

切り干し大根、バラ、シクラメン、ウズ

ラ卵の燻製をお値打ちに販売しました。

同時におおばジュース、ミニトマト、キ

ャベツのごま油和え等の試食宣伝を行い

ました。試食宣伝の際に料理レシピを手

渡しながらＰＲを行い、自分で作ってみ

ると言って多くの方に商品を買っていた

だきました。次郎柿や切り干し大根の売

れ行きが好調で、切り干し大根は初日で

売り切れてしまいました。

来場者には愛知県出身の方も多く 「豊、

橋の次郎柿おいしいよね」などと詳しい

、 、 、方もいる反面 本県がキャベツ おおば

ふき、ぎんなんなど日本一の産地である

ことを知らない方も多く、首都圏におけ

る本県産青果物の知名度アップの必要性

を感じました。

花き消費拡大キャンペーン

実りのフェスティバル会場では、その

他にも様々な催しが行われていました。

そのうち首都圏に在駐する各県及び農業

団体や花き卸売会社が構成員となってい

る「花き流通情報連絡協議会」では、花

きの消費拡大キャンペーンとして会場内

にある東日本大震災被災地復興支援コー

ナーで、各県産のトルコキキョウと福島

県産のストックの花束配布とチャリティ

募金を行いました。募金をいただいた方

に２日間で1,000束を配布し、11万5千円

の募金をいただき被災地に送りました。

会場内ではこの花束を持ち歩く姿が目に

つき、十分な消費拡大ＰＲができました。

これからもこのようなイベントを通じて食の安全・安心を啓発するととも

に、愛知県産青果物、花きの販売促進、ＰＲに努めていきたいと考えます。

活況の愛知県ブース

この時期高かったトマトをお値打ちに販売

復興支援コーナーでの花束配布



 
食育推進課 

 

あいちの農林水産フェアを開催しました 

 

多くの県民の方々が農林水産業に親しみ、県産農林水産物を進んで消費・利用して

いただくことを目的に、新鮮で、安全・安心な農林水産物や、県産食材を活用した加

工食品を広く紹介する「あいちの農林水産フェア」を、１１月１５日（木）から２０

日（火）まで名古屋市中区栄の丸栄で開催しました。 

会期中は連日多くの方が来場し、入場者数は４７，７５８人（前年比１２８％）、

売上金額も前年比１３０％と、大盛況のうちに終了しました。 

なお、本年度は、メイン会場(丸栄)に加えて、１１月１５日（木)と１６日（金）

にサテライト会場（金山）を設け、ＪＡグループ愛知の農産物ＰＲイベントを開催し

ました。 

 

【 内 容 】 

１ 県産農林水産物及び加工品の紹介・販売 

５５の企業・団体が出展し、味にこだわっ

た高糖度トマトや旬のれんこんなどの農産

物を始め、フェア限定の「いいとも千なり」、

本年度のふるさと食品コンテストで最優秀

に選ばれた加工食品「愛知丸が釣ったかつお

としょうがのごはんじゅれ」など、愛知が誇 

る産品が数多く出品されました。 

また、イートインコーナーでは、名古屋で 

揃うのは初めての佐久島の大アサリ丼・日間 

賀島のタコ飯・篠島のしらす丼といった「離

島の３丼」や、地域おこしで頑張っている「瀬

戸焼そば」などのご当地グルメも販売され、

連日行列ができるほどの賑わいでした。 

 

２ 楽しく学べる主催者企画  

県施策を紹介するためのクイズラリーには、 
1,200名の参加があり、効果的に県民の方々へ、
農林水産行政を伝えることができました。 
また、ミラクルフルーツ味覚体験、バケツ 

稲と籾すり、のりの等級あて、バター作り、

松ぼっくりの工作、きなこ挽き、菜種の搾油

などの体験企画や、漬物創作料理、野菜きし

めん、愛とん、エコ畜産物の試食など、日替

わりのイベントメニューを充実させ、御家族

揃って楽しめる内容であったことから、いず

れの企画も大変好評でした。 
 
本フェアの丸栄での開催は、昨年度に引き続き２回目となりましたが、多くの県民

が来場するとともに、地産地消、食育、環境などを学ぶ機会となっています。 
また、来場者の多くが継続して開催することを望んでいることから、県民ニーズの

高いイベントとして定着しつつあります。 

会場内の様子 

西日本情報 

大村知事来場 

籾すり体験の実施 



フラワーページ

東京事務所

花き輸入の現状及び輸出国の産地動向について

花き流通情報連絡協議会の講演会にて(株)フラワーオークションジャパンの

佐無田仁常務取締役から花きの輸入動向についての講演会を聞く機会がありま

したので、その内容についてレポートします。

■消費国の状況

北米やヨーロッパなどの先進国はかつては自国での生産を行ってきまし

たが、現在は、多くを海外からの輸入でまかなっています。北米は南米か

ら、ヨーロッパはオランダやアフリカから輸入しています。その中でオラ

ンダは逆に以前はイスラエル等からの輸入中心から自国生産とアフリカか

らの輸入にシフトしているのが特徴です。

■日本の輸入状況

日本は輸入コストの高さと需要の偏り、植物検疫などの障壁から限られ

た種類の花が限られた時期に入ってくるケースが多い特徴があります。た

、 、だし 市場外で輸入される量も多く全体的な数値は明確ではありませんが

輸入総量は多くなっています。特に、大手葬儀関係・量販店の冷蔵庫は外

国の花で一杯だそうです

■輸出国の産地状況

世界レベルでの花き生産は、高エネルギー、高技術生産から最適気候地

での生産にシフトしています。具体的にはヨーロッパはアフリカへ、北米

は南米の赤道直下の高地への移動です。南米はコロンビアやエクアドルの

2000m以上の地域が主な栽培地になっています。アフリカはケニア、エチオ

ピアなどの高地です。その他の地域として中国では外資が入った大規模経

営と国内資本の中小規模経営が多くなっています。マレーシアはかつての

キャメロンハイランドでは土地がなく、ロンジンと呼ばれるエリアに移っ

ています。

表　輸出産地の花き生産状況
ベトナム トルコキキョウの生産増加、輸出へ
韓国 日本向けはSPバラ中心
タイ デンファレの時代が終焉。中国向け増
台湾 キクからトルコキキョウへ
トルコ カーネーション中心
イスラエル ヨーロッパ向けから世界へ
ニュージーランド シンビジューム生産の衰退
オーストラリア ネイティブ花生産
オランダ 球根花生産が大幅減
北イタリア 露地切り花、枝物産地。カーネはほとんどなくなった。
北米 もみの木、ハロウィンかぼちゃ、鉢物



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

ずか ：±２％台以内わ
や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：れんこん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

５２６ ４０８ ４０７ 茨城 （ ６％）２３年実績
(８６％) 熊本 （ ４％）

５００ － ４００ －２４年見通し

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の主な産地は愛西市。台風の風によ 県産品では作業効率の良いだるまレンコン
りずいが折れ、水が入ったため腐りが多く が増加しているが、品質は従来種の方が良い
出た。生育は順調だが、全体に小玉傾向で 。今後の雨など不安はあるが、年末対応で多
ある。 く出荷されることを望む。消費拡大のために
入荷量は前年をやや下回り、価格は前年 、手間のかかる料理よりも簡単な料理を宣伝

をわずかに下回る見込み。 していくことが望ましい。

○ 東京都中央卸売市場（サニーレタス）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位４産地）うち愛知産 うち愛知産

７００ １４４ ２９２ ３１４ 茨城 (２２％)２３年実績
(２１％) 愛知 （２１％）

福岡 （１８％）
７２０ － １７０ － 静岡 （１３％）２４年見通し

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

茨城の秋作は上旬でほぼ切り上がり、 サニーレタスは冬場は多くの産地からの出
本県産と静岡からの入荷が増加してくる。 荷があるものの業務需要のウェイトが高いた
茨城の残量は平年並、本県産については め、安定的な生産・出荷をお願いしたい。

ほぼ順調な生育で、安定出荷が見込まれる また、収穫後の処理について、切り口の処
。 理、低温輸送などの鮮度保持にも十分注意し
入荷量は前年をやや上回り、価格は高値 て出荷して欲しい。

であった前年を大幅に下回る見込みである
。



名古屋・東京市場における青果物の１２月の見通し

１１月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３８，２６６ 194 187 218 愛知 30%
２０年 ３７，８０３ 203 200 216 北海道 23%
２１年 ３７，１９２ 180 183 208 茨城 7%
２２年 ３５，４１３ 199 192 201 長崎 4%
２３年 ３４，３６３ 185 201 240

５ヵ年平均 ３６，６０７ － － －

２４年見通し ３６，４００ － － －

１９年 ２，２７４ 71 64 59 愛知 37%
２０年 ２，３４８ 82 71 59 千葉 35%
２１年 ２，２６３ 48 48 67 静岡 8%
２２年 ２，０２２ 59 54 45 神奈川 6%
２３年 ２，２０６ 57 61 69

５ヵ年平均 ２，２２３ 64 60 60

２４年見通し ２，２００ 60 60 60

１９年 ２，８２８ 102 75 94 愛知 71%
２０年 ２，６４４ 103 91 90 千葉 9%
２１年 ２，５４６ 67 65 75 北海道 7%
２２年 ２，１６１ 103 100 104 岐阜 6%
２３年 ２，０４５ 111 111 113

５ヵ年平均 ２，４４５ 97 87 94

２４年見通し ２，３００ 90 95 95

に
　
ん
　
じ
　
ん

８９
９５
６９

１０２
１１０

９２

　北海道から愛知へと産地の中心が切り替
わる。岐阜では台風の影響が出ており、碧
南地区にも影響が出ている。Ｌ中心の玉流
れとなる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉からの入荷が中心となる。徳
島と静岡からも入荷が始まり、作柄は良
好。九州産地も順調な生育状況であり、全
体に潤沢な入荷を見込んでいる。価格は平
年並みとなる見込み。
　入荷量、価格ともに前年並みの見込み。

　台風の被害が九州、四国の産地において
一部の品目に出ている。野菜全体として価
格が安くなっている。今後は冷え込み次第
で状況が変わってくるが年末に向けて安定
した供給が望まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

９５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２００

１８１
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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６５
７１
５５
５３
６０

６１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９９
２０６
１９１
１９７
２０９

名古屋市中央卸売市場



１１月２２日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １３９，４７７ 212 216 237 千葉 20%
２０年 １３９，３５２ 221 218 236 茨城 17%
２１年 １３９，９４２ 190 191 243 北海道 13%
２２年 １３３，３９４ 205 200 229 愛知 7%
２３年 １３３，０６３ 195 216 268 （愛知産比率 7%)

５ヵ年平均 １３７，０４６ － － －

２４年見通し １３５，０００ － － －

１９年 １３，９０５ 67 62 62 千葉 47%
２０年 １３，１３２ 78 68 59 神奈川 47%
２１年 １２，６９４ 46 44 66 徳島 2%
２２年 １３，５４６ 56 51 48 茨城 1%
２３年 １２，４０２ 52 56 67 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １３，１３６ 60 56 60

２４年見通し １３，０００ 50 55 60

１９年 １０，０４６ 103 93 104 千葉 81%
２０年 ８，８７７ 114 102 117 埼玉 8%
２１年 ９，５１７ 77 74 87 茨城 4%
２２年 ８，３９８ 122 118 139 香川 3%
２３年 ８，６８５ 87 95 114 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ９，１０５ 101 96 112

２４年見通し ８，１００ 90 100 110

に
　
ん
　
じ
　
ん

１００
１１０
８０

１２７
９９

１０３

　千葉を中心とした関東産地からの入荷が
本格化する。関東各産地共通して、定植時
の高温、豪雨等による播き直しなどマイナ
ス要因が多く、作柄は悪く出荷量は当初予
想を下回る見込み。全体の入荷量は少な
かった前年をかなり下回り、価格は前年並
となる見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

５５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。千葉
は生育は概ね順調、肥大も良好で２Ｌサイ
ズ中心の出回りとなっている。神奈川も現
況、順調な生育で極端な冷え込み等がなけ
れば潤沢な出荷が見込まれる。全体の入荷
量は前年をやや上回り、価格は前年をかな
り下回る見込み。

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
前月に続き北海道からの入荷となる。　大
型野菜中心に順調な生育である。現況、葉
物、果菜類は気温低下が早く進んだ影響で
堅調な動きだが回復基調にある。入荷量は
前年をわずかに上回り、価格は前年をやや
下回る見込み。

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

（愛知産比率）

２１９

２２０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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６８
５３
５１
５９

５９

品
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　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２２
２２５
２０９
２１２

前年主要産地（％）

２２７

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３，９１４ 54 58 61 愛知 57%
２０年 ３，９６５ 61 65 68 茨城 35%
２１年 ３，６９６ 45 48 54 岐阜 5%
２２年 ３，７４１ 56 58 56 長野 1%
２３年 ３，３７５ 49 53 59

５ヵ年平均 ３，７３８ 53 57 60

２４年見通し ３，４００ 50 55 60

１９年 ３，４１９ 70 79 73 愛知 82%
２０年 ３，３８７ 116 104 101 茨城 14%
２１年 ３，３８５ 41 40 73 鹿児島 3%
２２年 ３，３１１ 98 76 71
２３年 ３，４６８ 64 74 90

５ヵ年平均 ３，３９４ 78 75 82

２４年見通し ３，４５０ 55 60 65

１９年 ４９０ 388 342 284 愛知 85%
２０年 ４３７ 480 404 352 群馬 6%
２１年 ３９３ 395 425 498 茨城 3%
２２年 ４０４ 409 365 351 徳島 2%
２３年 ３３１ 361 424 526

５ヵ年平均 ４１１ 409 389 392

２４年見通し ４００ 370 360 380

３７５
４１８

３９２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４３６

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知中心の入荷となる。天候は順調であ
り、生育時の高温の影響で出た遅れも１２
月には回復してくる見込み。生産者の高齢
化、市街化によって作付けの面積は減少傾
向にある。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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３３７
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５７
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５７

５５
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７４
１０７
５１
８１
７５

７８

６０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知、茨城からの入荷が中心となる。愛知は
台風の被害が少なく、生育は順調。作付けは前
年並みだが天候に恵まれ最初から大玉傾向。茨
城ははくさいにシフトする農家がいるうえに、
定植時期の高温により入荷量がやや少なくなる
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅に下
回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、茨城からの入荷が中心となる。岐
阜、長野からも一部入荷する。いずれの産
地も豊作基調で推移しているが、愛知産品
は作付面積の減少があるので、あまり多く
の入荷は望めないかもしれない。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １４，９５１ 37 37 43 茨城 95%
２０年 １４，８４４ 47 47 49 和歌山 2%
２１年 １４，７２７ 28 27 33 群馬 1%
２２年 １３，９０４ 51 48 47 岩手 0%
２３年 １４，０８６ 34 35 40 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １４，５０２ 39 39 42

２４年見通し １４，１００ 40 40 40

１９年 １２，８４５ 70 72 67 愛知 45%
２０年 １２，５３６ 112 100 88 千葉 21%
２１年 １３，９４８ 47 44 75 埼玉 14%
２２年 １３，０５１ 97 77 73 茨城 14%
２３年 １２，８９９ 64 75 97 （愛知産比率 50%)

５ヵ年平均 １３，０５６ 78 74 80

２４年見通し １３，０００ 55 60 65

１９年 ２，０３２ 381 369 352 群馬 41%
２０年 ２，０４３ 413 350 320 千葉 21%
２１年 １，８９９ 358 362 507 埼玉 14%
２２年 ２，００３ 353 317 356 茨城 14%
２３年 １，５５５ 332 368 554 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，９０６ 367 353 418

２４年見通し １，７００ 390 380 370

４０６
３４３
４１４

３７６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。群馬
をはじめとする関東各産地は、急な冷え込
みのため伸長せず、出荷量は少なめで推移
しているが、12月の需要期には量は増えて
くる見込み。入荷量は前進傾向で少なかっ
た前年をかなり上回り、価格は前年をかな
り下回る見込み。
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３９
４８
３０
４８
３６

４０

４０

７８

７７

６０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　千葉を始めとする関東産地に加え愛知か
らの入荷が本格化する。各産地とも生育は
順調で１２月に入っても潤沢な出荷が予想
される。
全体の入荷量は前年をやや上回り、価格は
大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野に代わり茨城からの入荷が中心となる。
茨城の生育は昨年同様、順調で前進傾向の流れ
できている。一方、消費環境は今年、冷え込み
が早く気温低下に伴い消費拡大が期待できる。
入荷量は多かった前年並を見込み、価格は安
かった前年をかなり上回るものの平年並の見込
み。

５５

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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 入荷量・価格の動き
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，３８５ 368 329 369 愛知 17%
２０年 １，４４２ 303 292 337 静岡 12%
２１年 １，４７７ 283 308 391 新潟 10%
２２年 １，４０１ 348 333 383 大分 9%
２３年 １，３６１ 287 281 331

５ヵ年平均 １，４１３ 317 309 363

２４年見通し １，４００ 300 320 350

１９年 １，９５９ 174 188 178 兵庫 52%
２０年 １，６０７ 294 259 296 愛知 18%
２１年 １，６１５ 188 181 240 静岡 11%
２２年 １，９０９ 160 130 136 熊本 8%
２３年 １，７０６ 158 209 311

５ヵ年平均 １，７５９ 192 191 228

２４年見通し １，８００ 180 180 240

１９年 １，３０４ 322 375 452 愛知 44%
２０年 １，２６７ 394 398 433 高知 21%
２１年 ２，３１６ 166 233 276 宮崎 19%
２２年 １，１６３ 267 305 447 鹿児島 14%
２３年 １，０９７ 435 572 496

５ヵ年平均 １，４２９ 293 352 398

２４年見通し １，２００ 350 300 400

３５６
３１０
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３８３
４０８
２２１
３３５
４９３

 前年及び本年の

３５０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、宮崎、高知からの入荷が中心とな
る。宮崎、高知、鹿児島では台風の影響で
播種、定植遅れが出ている。１０月の乾燥
傾向で木の育成、実の拡大は良くない。例
年よりピークがやや遅れ気味。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

３４４

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、愛知からの入荷が中心となる。両
産地とも順調な生育状況。１１月下旬から
１２月上旬に１回目の出荷のピークを迎え
てまとまった量が入荷する。今後相当の冷
え込みがない限り多く入荷する見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青ねぎは愛知、白ねぎは静岡、群馬、大
分からの入荷。愛知の青ねぎは昨年入荷量
少なかったが、生産者、作付けの減少によ
り今年も少ない見込み。白ねぎは大分など
一部の産地で台風の影響が出ている。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり上回る見込み。
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３３０  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ６，４８６ 268 235 270 千葉 23%
２０年 ６，８２６ 207 172 209 茨城 18%
２１年 ６，４６４ 205 216 298 埼玉 17%
２２年 ５，８６０ 265 252 277 群馬 11%
２３年 ６，６５６ 188 178 200 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ６，４５８ 227 211 251

２４年見通し ６，４５０ 240 240 240

１９年 ８，３２２ 178 190 181 静岡 31%
２０年 ７，５４４ 265 246 275 兵庫 19%
２１年 ７，３８３ 185 187 237 香川 13%
２２年 ８，３０５ 154 143 149 茨城 10%
２３年 ７，７５４ 165 209 310 （愛知産比率 3%)

５ヵ年平均 ７，８６２ 189 195 230

２４年見通し ７，８００ 180 180 180

１９年 ４，８１３ 342 381 462 宮崎 39%
２０年 ４，９４９ 413 408 451 千葉 19%
２１年 ４，９８９ 333 363 475 高知 16%
２２年 ４，８０９ 289 316 466 埼玉 14%
２３年 ４，３４１ 449 606 515 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ４，７８０ 364 415 474

２４年見通し ４，５００ 350 400 450
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５２０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加えて西南暖地からの入荷が
増加してくる。西南暖地は昨年の不作とは
一転して初期生育より順調にきている。埼
玉、千葉は遅れていた分が１２月にずれ込
み出荷が多くなる見込み。全体の入荷量は
少なかった全円をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

４１４

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡からの入荷が本格化し、香川、兵庫
からの入荷も続く。静岡は計画どおりの出
荷で生育遅れであった前年を上回る出荷が
見込まれる。西南暖地は逆に生育遅れがあ
り出荷量は減少する見込み。全体の入荷量
は前年並が見込まれ、価格は高値の前年を
大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１８３
２６２
２０５
１４９
２３０

２０４

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が本格化してくる。
千葉は夏場の高温干ばつの影響で２週間の
遅れがあり、加えて細物が多い。埼玉も同
様のことが言える。１２月に入ると徐々に
回復に向かう見込み。入荷量は前年をやや
下回り、価格は安かった前年を大幅に上回
る見込み。

２４３
２６６
１８９

２２９

品
目
名

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４４１ 370 363 343 熊本 53%
２０年 ４２７ 349 357 359 愛知 44%
２１年 ４５７ 372 381 327 高知 2%
２２年 ４０９ 327 337 335 福岡 1%
２３年 ３８６ 349 383 407

５ヵ年平均 ４２４ 354 364 353

２４年見通し ４００ 350 360 380

１９年 ８２５ 539 400 355 愛知 35%
２０年 ８６６ 395 313 308 熊本 31%
２１年 ９５３ 347 254 250 三重 24%
２２年 ８５５ 302 286 310 岐阜 8%
２３年 ７３７ 403 432 478

５ヵ年平均 ８４７ 395 332 334

２４年見通し ８５０ 400 300 300

１９年 ２２８ 844 857 697 熊本 45%
２０年 ２２８ 758 646 667 愛知 43%
２１年 ２９４ 486 483 605 和歌山 8%
２２年 ３０９ 543 521 583
２３年 ３０４ 621 672 749

５ヵ年平均 ２７３ 634 624 658

２４年見通し ３００ 500 550 600

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本からの入荷が中心となる。各
産地とも順調な生育状況であり、１２月上
旬に多く入荷する見込み。クリスマス需要
により荷動きはまずまずの見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７９３
６８５
５２２
５４８
６９４

６３９

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本、三重からの入荷が中心とな
る。１１月は高温、作業の遅れのために入
荷は良くなかった。熊本は生育が良くなく
小玉傾向であったが回復し、大玉傾向にな
り安定した出荷に戻る見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４２４
３３７
２８２
３００
４３０

３５０

 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知からの入荷が中心となる。産
地の天候はある程度落ち着いている。重油
の単価が高い状態が続くので大幅な増量は
期待できないが、安定した入荷の見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みの見込み。

な
　
　
　
　
す

３５９
３５５
３６２
３３２
３７０

３５６

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，０７１ 416 388 395 高知 56%
２０年 ２，０５１ 399 407 393 福岡 22%
２１年 ２，００１ 435 408 355 熊本 9%
２２年 １，７２２ 400 426 436 佐賀 6%
２３年 １，７２０ 436 476 530 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，９１３ 417 420 421

２４年見通し １，８００ 410 430 450

１９年 ４，５６１ 557 434 377 熊本 43%
２０年 ４，６５２ 462 364 367 愛知 21%
２１年 ５，３７３ 369 312 312 千葉 10%
２２年 ４，８０７ 337 333 366 栃木 9%
２３年 ４，３１５ 438 495 553 （愛知産比率 21%)

５ヵ年平均 ４，７４２ 433 388 395

２４年見通し ４，６００ 380 350 320

１９年 １，０２７ 818 848 706 愛知 30%
２０年 １，０５３ 709 609 652 熊本 30%
２１年 １，２９０ 462 430 553 千葉 13%
２２年 １，２５１ 516 471 550 宮崎 8%
２３年 １，２３８ 597 683 749 （愛知産比率 30%)

５ヵ年平均 １，１７２ 620 608 642

２４年見通し １，１８０ 680 630 640

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と愛知、熊本からの入荷が中心
となる。愛知,熊本とも生育は概ね順調、玉
伸びも良く大玉傾向で推移する。品質も問
題はない。10日過ぎと25日過ぎに出荷の
ピークとなる見込み。入荷量は多かった前
年をやや下回り、価格も高かった前年をや
や下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７８８
６５４
４８０
５１２
６７７

６１４

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地と愛知からの入荷
が本格化する。現状、関東産の抑制物が切り上
がり早まる中、熊本産の出荷が追いついてない
状態できているが、今後、愛知産を含めて西南
暖地からの出荷増が見込まれる。全体の入荷量
は少なかった前年をやや上回り、価格は高値の
前年を大幅に下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４４７
３９６
３３０
３４５
４９４

３９８

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地にかわり、西南暖地からの入荷
が本格化する。各産地とも生育環境に恵ま
れ樹の状態は良好である。気温が低下する
中、大幅増はないものの安定的な出荷が見
込まれる。全体の入荷量は少なかった前年
をやや上回り、価格は高値で推移した前年
をかなり下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

４００
４００
４００
４２０
４７４

４１７

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４３５ 380 338 352 鹿児島 46%
２０年 ３５０ 491 579 527 宮崎 36%
２１年 ３７６ 424 489 517 高知 15%
２２年 ４４４ 322 356 340 0 0%
２３年 ３９１ 461 454 500 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ３９９ 411 435 440

２４年見通し ４２０ 350 350 350

１９年 ３，０６２ 78 84 84 北海道 61%
２０年 ３，０６８ 89 90 80 長崎 39%
２１年 ２，９３９ 129 124 97 愛知 0%
２２年 ２，５２１ 155 143 117 0 0%
２３年 ２，７９２ 96 98 92 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ２，８７６ 108 107 93

２４年見通し ２，６００ 85 85 85

１９年 ５，８３２ 70 66 63 北海道 95%
２０年 ６，０９４ 67 66 58 アメリカ 3%
２１年 ６，０１３ 94 96 76 中国 1%
２２年 ４，７８８ 129 108 105 兵庫 0%
２３年 ５，０３４ 86 86 80

５ヵ年平均 ５，５５２ 88 83 75

２４年見通し ６，０００ 65 65 65

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

６５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほとんどが北海道からの入荷となる。昨
年は入荷賞が少なく価格が高かったため、
昨年よりは安定した価格となり、定着する
見込み。北海道のほかに輸入物が少し入荷
するかもしれない。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６６
６４
８７

１１４
８１

８１

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長崎からの入荷が中心となる。
北海道の入荷は各社オーダー制をとってい
るため入荷量は平年並みとなる見込み。長
崎は秋ばれいしょが順調な生育でありＬ中
心の入荷見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
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ょ

８２
８７

１１５
１３９
９７

１０３

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎、高知など西南産地からの
入荷が中心となる。各産地とも天候良好の
ため生育は順調。１２月には量販店の特売
から外れて荷動きは悪くなる。価格はあま
り高くならない見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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３５５
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名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，５７９ 377 360 358 茨城 45%
２０年 １，６４２ 488 522 457 宮崎 26%
２１年 １，４００ 396 508 564 高知 17%
２２年 １，４６３ 334 322 338 鹿児島 12%
２３年 １，４０４ 416 426 474 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，４９８ 402 428 438

２４年見通し １，４５０ 260 280 300

１９年 ８，０９４ 85 90 91 北海道 83%
２０年 ８，０９３ 97 96 97 長崎 17%
２１年 ７，８９２ 131 132 140 0 0%
２２年 ７，０６４ 156 147 145 0 0%
２３年 ８，５１７ 105 102 107 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ７，９３２ 115 113 116

２４年見通し ８，３００ 90 90 90

１９年 １０，００９ 74 76 77 北海道 87%
２０年 １０，５０９ 75 74 73 中国 6%
２１年 １０，２０６ 106 115 118 米国 4%
２２年 ８，６８１ 145 142 140 兵庫 1%
２３年 ９，９２１ 89 91 90 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ９，８６５ 98 100 100

２４年見通し １１，４００ 65 65 65

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

６５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。早生
種から中晩生種へと切り替わる。北海道全
体的な作柄は、平年並かやや良い状況で推
移している。在庫、飽和感も出てきており
厳しい販売が予想される。入荷量は前年を
かなり上回り、価格は前年を大幅に下回る
見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７５
７４

１１３
１４２
９０

９７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。小玉傾
向で推移した前年に比べ玉伸びは良好で
あったが、発芽の多発で出荷予定数量は下
方修正され、１２月の出荷量はほぼ前年並
となる。入荷量は多かった前年をやや下回
り、価格はこれまでの基調安もあり、前年
をかなり下回る見込み。

ば
　
れ
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ょ

８９
９７

１３４
１４９
１０５

１１４

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城に加えて西南暖地からの入荷が始ま
る。茨城は温室ものの作付減少と加温抑制
した影響で出荷量減が予想される。西南暖
地は生育順調で前年を上回る出荷が見込ま
れる。全体の入荷量は前年をやや上回り、
価格は夏秋期からの安値を引きずり、前年
を大幅に下回る見込み。
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名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １５，２０７ 230 276 302 静岡 24%
２０年 １３，５３５ 272 307 331 愛知 20%
２１年 １３，２５１ 227 268 277 フィリピン 13%
２２年 １２，３３５ 290 326 352 和歌山 10%
２３年 １３，４７４ 251 311 335

５ヵ年平均 １３，５６０ － － －

２４年見通し １３，０００ － － －

１９年 ７，６７５ 138 138 176 静岡 43%
２０年 ６，１５５ 230 240 259 愛知 31%
２１年 ６，３３７ 139 159 184 和歌山 19%
２２年 ５，６３６ 236 238 247 愛媛 2%
２３年 ７，２５０ 159 183 222

５ヵ年平均 ６，６１１ － － －

２４年見通し ６，５００ 170 200 220

１９年 ６３６ 1,429 1,611 1,912 愛知 58%
２０年 ７１７ 1,126 1,284 1,556 熊本 19%
２１年 ６４７ 1,163 1,180 1,539 三重 7%
２２年 ６２８ 1,255 1,492 1,881 鹿児島 6%
２３年 ５９７ 1,155 1,665 1,919

５ヵ年平均 ６４５ － － －

２４年見通し ６００ 1,200 1,700 1,800

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

２６９
３０３
２５７
３２２
２９５

２８８  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、愛知からの入荷が中心となる。入荷の
主力はみかん。りんごは高温の影響で着食遅れ
が出たために遅れが出たものが入荷する。ふじ
が主力となる。かきは少なかった昨年よりは多
いが、大豊作とまではいえない。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年をや
や下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１５２
２４４
１６３
２４１
１８６

１９４  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡、愛知からの入荷が中心となる。今
年は裏年であり、入荷は少し減少する。早
生種はＭ中心の入荷。早生種から入荷量は
減少する。極早生は予想より入荷少なかっ
た。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

い
　
　
ち
　
　
ご

１，６８６
１，３２９
１，３０７
１，５８１
１，５８１

１，４９１  前年及び本年の

１，５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本からの入荷が中心となる。栽
培面積は昨年から減少していない。クリス
マス需要に期待。年末に端境期となり、と
ちおとめはその影響を受ける。あきひめは
順調に入荷する見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ６３，６３６ 267 322 324 愛媛 30%
２０年 ６０，８７０ 292 324 345 和歌山 12%
２１年 ６２，４３０ 245 279 287 長崎 8%
２２年 ５２，６２０ 325 359 393 熊本 7%
２３年 ５７，９２５ 306 339 356 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ５９，４９６ － － －

２４年見通し ５８，０００ － － －

１９年 ３９，３８４ 179 190 291 愛媛 44%
２０年 ３５，１０１ 242 245 243 和歌山 19%
２１年 ３６，８５６ 167 170 175 長崎 11%
２２年 ２９，７６６ 259 263 269 静岡 9%
２３年 ３６，８５６ 211 227 239 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ３５，５９３ 209 217 243

２４年見通し ３７，０００ 230 240 250

１９年 ３，１２８ 1,434 1,538 1,982 栃木 38%
２０年 ３，１９７ 1,270 1,276 1,627 福岡 21%
２１年 ３，０５７ 1,236 1,312 1,639 佐賀 11%
２２年 ２，８４８ 1,314 1,480 1,874 茨城 9%
２３年 ２，７１９ 1,199 1,563 1,939 （愛知産比率 4%)

５ヵ年平均 ２，９９０ 1,293 1,429 1,808

２４年見通し ２，７００ 1,400 1,500 1,900

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

果
　
　
実
　
　
計

３０７
３２２
２７２
３６１
３５５

３２２  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん中心にりんご、いちごなどが入荷
する。りんごは順調な生育で大玉傾向。洋
なしはラ・フランスが平年を下回る作柄。
今秋柿全体が豊量な中、富有も同様で前年
を大幅に上回る出荷が続く。中旬には冷蔵
物に切り替わる。全体では入荷量、価格と
もに前年並みと見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

１８５
２４３
１７２
２６４
２２８

２１６  前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛中心に和歌山等から普通温州が入荷
する。早生品種は12月上旬でほぼ終了。裏
年にあたるが、着果、生育とも順調で食味
もよい。愛媛は当初懸念された小玉傾向も
解消し順調である。
　入荷量は前年並み、価格は前年をやや上
回ると見込まれる。

い
　
ち
　
ご

１，６８３
１，４０２
１，４３０
１，６０１
１，５７４

１，５３６  前年及び本年の

１，６００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木、福岡、茨城等中心に入荷。栃木の
生育は10月後半からの気温の低下で生育が
やや遅れ気味。年内の数量はやや減る見込
み。福岡は１週間ほど遅れた出荷ペースで
あるが年末にかけては豊富な数量が入る予
想。入荷量は少なかった前年並み、価格も
前年並みと見込まれる。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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切　花　・　鉢　花　の　１　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１１月２９日現在）

１９年 ４，２３１ ６２
実 ２０年 ４，３８７ ５２

２１年 ３，４４１ ６２
績 ２２年 ３，４００ ５１

２３年 ２，９８２ ４８

３，６８８ ５５

２，９００ ５０

概
　
要

１９年 ２，６５７ ３１
実 ２０年 ２，８４６ ２６

２１年 ２，３３５ ３０
績 ２２年 ２，１１２ ３１

２３年 ２，３２８ ２９

２，４５６ ２９

２，３００ ３２

概
　
要

１９年 １，１７７ ４６
実 ２０年 １，２３３ ４１

２１年 １，２０６ ４１
績 ２２年 １，４８２ ３２

２３年 １，３１２ ４０

１，２８２ ４０

１，４００ ４０

概
　
要

１９年 １９４ １１２
実 ２０年 ２１３ ８９

２１年 １７５ ９７
績 ２２年 ２０５ ６４

２３年 １９０ ７６

１９５ ８７

２００ ８０

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、沖縄等から入荷。愛知みなみ管内は白菊中心に昨年並みの出荷で17日ごろ
から増加し、24日ごろにピークを迎える。沖縄産は台風の影響で減少するため、色物に不
足感がでる可能性がある。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知を中心に長野、和歌山等から入荷。今年は8，9月と気温が高かったため、高冷地産
の切上がりが早く、暖地産も2週間ほど早い出荷となり、10月にピークを迎えたため、早
い段階で秀品率もあがり、年末需要に対応ができる。

５ヶ年平均

　沖縄、愛知、奈良等から入荷。台風の影響で沖縄産は例年に比べ、減少する。年末需要
で引合いは強く堅調な動きが見込まれる。

５ヶ年平均

２４年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２４年見通し

　高知、和歌山、熊本からの入荷。生育は順調で、前半は一般需要少なく、厳しい販売だ
が、20日以降から動きだし、年末需要で堅調な動きとなる。業務仕入れもあり、年末ぎり
ぎりまで高値が続くことが予想される。

単位：千本、円／本



１９年 ５３７ １９３
実 ２０年 ５０７ １６３

２１年 ４３７ １６８
績 ２２年 ４３７ １８８

２３年 ４５４ １７８

４７４ １７８

４８０ １７８

概
　
要

１９年 ５３７ １１６
実 ２０年 ４５９ １１９

２１年 ４０２ １２１
績 ２２年 ６４８ ８０

２３年 ６００ １００

５２９ １０５

６３０ １００

概
　
要

１９年 ８４９ ８４
実 ２０年 ８５２ ８６

２１年 ８９５ ８１
績 ２２年 ７９３ ８２

２３年 ７８６ ８４

８３５ ８３

８００ ８３

概
　
要

１９年 ４，８３１ ７５
実 ２０年 ５，００９ ６４

２１年 ４，５９７ ６４
績 ２２年 ５，５８０ ４３

２３年 ４，８０５ ４７

４，９６４ ５８

５，０００ ５０

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山中心に入荷。今年も重油高で生産が厳しい状況が続いてい
る。年末、クリスマスにと赤バラの引合いは強くなる。全体の国産出荷量はやや少なめ
で、相場も堅調に推移すると思われる。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　高知、徳島、鹿児島、静岡、愛知及び輸入品が入荷。変わらない入荷が見込まれるが、
年末需要もあり、天候による出荷の前進、後退が気になるところである。

２４年見通し

　OHは高知、埼玉、愛知、静岡などから入荷。年末に合わせ、数量も潤沢。23日以降からの仕入れ
で、２６、２８日がピークになりそう。前半は一般需要も少なく販売は苦しい。鉄砲は九州方面の
出荷が昨年より少なく、全体の入荷は昨年を下回りそう。業務中心ではあるが、年末は一般需要も
あり、高値の動きが見込まれる。LAは生育、数量ともに潤沢で、例年通りの動きとなろう。

２４年見通し

　茨城、兵庫、愛媛、和歌山、静岡、長野から年末花材が入荷。後半には葉ボタンや姫南
天、促成物のボケ、雪柳が入ってくる。
夏の高温により実付きが悪く、量的に多くない実南天、枝南天の引合いは強くなりそう
だ。花物も生産者が減っている分引合いは強い。

単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　11月7日現在）

１９年 １５，１８２ ８７９

実 ２０年 １４，８２０ ７２８

２１年 １１，８９８ ７３０

績 ２２年 １０，２４４ ６８３

２３年 ８，０５１ １，００７

１２，０３９ ７９６

８，０００ １，０００

概
　
要

１９年 ２７，６２６ ３９９

実 ２０年 １８，１６２ ５３２

２１年 １２，０３５ ４８２

績 ２２年 １９，１２７ ４３５

２３年 １２，８０２ ５９４

１７，９５０ ４７３

１２，８００ ５９０

概
　
要

１９年 ６９８，７１７ ４６４

実 ２０年 ７１８，３２７ ４０３

２１年 ６１６，４２７ ４００

績 ２２年 ７０８，３７３ ３７７

２３年 ６８７，０３８ ３７１

６８５，７７６ ４０３

６８０，０００ ３７０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年より減少か。全体では中鉢メインとなり、品目はユッカがメイン。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（６６．５％）、２位鹿
児島県（２０．３％）、３位岐阜県（５．０％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年よりやや減少傾向か。出遅れていた出荷も始まり、下旬にピークを予定。
単価面では、中旬までは昨年並みの推移予想だが、入荷の増える下旬は低迷か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（３３．７％）、２位長
野県（１７．３％）、３位山梨県（１０．９％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は昨年並みか。サイズ別に見ても数量の変動はなさそう。単価面では近年１２月
の需要が増加している為、価格は安定か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（９６．４％）、２位静
岡県（１．５％）、３位茨城県（１．２％）となっている。

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１９年 １６２，４２８ ２，７６５

実 ２０年 １６７，９４１ ２，３０５

２１年 １３９，２３０ ２，３００

績 ２２年 １４８，３８６ ２，５０９

２３年 １５０，４７８ ２，４８９

１５３，６９３ ２，４７７

１５０，０００ ２，４００

概
　
要

１９年 ４１，７３６ ２０６

実 ２０年 ３７，０７８ ２０４

２１年 ３４，０１６ ２００

績 ２２年 ３２，０３９ ２３６

２３年 ３４，６４４ ２０２

３５，９０３ ２０９

３４，０００ ２００

概
　
要

１９年 ６６０，５４０ ４６

実 ２０年 ９７７，９５４ ２９

２１年 ６０１，３７５ ３０

績 ２２年 ５５８，９１３ ４９

２３年 ６１０，４０４ ３６

６８１，８３７ ３７

６１０，０００ ３５

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。年末需要等、比較的、月の中旬にかけて２．５～４号中値安定
か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（５５．４％）、２位埼
玉県（３５．７％）、３位茨城県（８．０％）となっている。

２４年見通し

　入荷量は昨年と比べ、晩生品種の出荷が遅れている為、若干減少か。１２月上旬を狙い、なるべ
く年内出荷での方向で進める。色目として黄・グリーンが少ないので出荷依頼をかけてゆく。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４８．４％）、２位徳島県
（９．１％）、３位高知県（８．２）となっている。

卸売価格

２４年見通し

　昨年、前半引き合いが強かったのをふまえ、作付が前倒しになっているのと、季候によ
る花の咲き具合での出荷調整により入荷量はやや減少か、昨年並みか。単価面では高値は
なく安定か。
　昨年１２月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４６．４％）、２位三
重県（１６．７％）、３位奈良県（１５．８％）となっている。
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 49,374 62.8 49,373,723 604.7 1,000 133.3 684,464 95 107,765,586 162 157 171

トマト 469 112.4 146,237 109.8 312 97.7 4,226 177 1,408,297 192 333 109

たまねぎ 23,312 55.8 1,191,732 97.1 51 174.1 270,400 83 10,736,638 85 40 103

にんにく 1,441 81.6 279,639 139.8 194 171.3 15,271 94 2,242,501 77 147 82

ねぎ 3,819 72.3 388,409 62.2 102 86.0 38,472 84 4,568,074 105 119 124

ブロッコリー 3,889 64.5 561,524 57.8 144 89.7 38,348 111 5,621,477 100 147 90

結球キャベツ 539 27.8 17,310 34.4 32 124.0 31,855 124 1,170,234 144 37 116

にんじん・かぶ 5,373 63.1 234,591 80.6 44 127.8 65,732 89 3,111,493 94 47 106

ごぼう 3,780 82.8 149,920 69.7 40 84.1 34,746 92 1,815,509 64 52 69

えんどう 70 42.7 18,918 34.1 270 79.9 2,088 120 727,516 142 348 118

アスパラガス 604 42.6 384,886 43.8 637 102.9 11,477 108 5,089,813 92 443 86

まつたけ 397 150.6 1,763,876 98.2 4,445 65.2 958 98 3,364,735 65 3,511 66

しいたけ 134 25.3 40,523 28.5 303 112.5 2,859 70 951,192 88 333 127

かぼちゃ 183 20.3 20,406 36.2 112 177.9 100,048 110 6,595,985 114 66 104

果実（生鮮・乾燥） 134,889 107.5 14,794,819 104.7 110 97.4 1,527,831 96 180,827,077 98 118 102

バナナ 84,859 101.3 5,324,698 102.5 63 101.2 837,028 93 55,250,627 90 66 97

パイナップル 12,187 102.7 788,885 114.4 65 111.4 131,869 101 7,836,572 101 59 100

レモン 3,398 121.2 298,572 111.7 88 92.2 43,430 99 4,647,287 103 107 104

オレンジ 6,940 177.6 619,970 171.4 89 96.5 115,751 111 11,083,528 114 96 103

グレープフルーツ 3,551 264.1 262,955 187.4 74 71.0 128,729 93 11,270,876 98 88 105

メロン 3,108 140.0 228,865 141.1 74 100.8 23,248 85 2,365,896 88 102 104

ぶどう 1,190 83.8 315,542 91.8 265 109.6 15,145 131 3,110,594 142 205 108

キウイ 5,603 313.0 1,633,727 281.3 292 89.9 56,906 102 18,981,174 109 334 107

いちご 622 77.3 495,092 77.3 796 100.0 2,092 68 1,691,947 69 809 101

切花（生鮮・乾燥） 4,944 122.4 3,688,942 129.2 746 105.5 34,074 98 25,194,814 103 739 105

鳥獣肉類 143,188 92.4 62,617,247 92.5 437 100.1 1,360,842 88 586,259,425 87 431 99

牛肉（くず肉含む） 42,054 95.8 18,374,065 107.9 437 112.7 390,636 92 165,652,063 96 424 104

豚肉（くず肉含む） 62,897 90.3 32,979,880 90.4 524 100.0 581,964 88 305,276,423 88 525 100

鶏肉 31,444 92.5 6,610,204 70.6 210 76.3 320,748 83 72,532,874 67 226 82

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 140,046 91.5 79,209,253 92.0 566 100.6 1,361,721 95 764,407,155 97 561 102

まぐろ類 18,947 118.0 17,692,956 158.0 934 133.8 163,665 124 140,526,458 132 859 107

さば・さんま・あじ・いわし 3,765 82.0 813,878 94.2 216 114.9 58,310 104 11,119,090 119 191 114

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 1,511 61.3 796,730 118.6 527 193.6 4,150 26 2,393,223 46 577 178

うんしゅうみかん 8 0.7 7,617 8.8 977 1182.6 128 6 82,773 29 648 515

りんご 102 11.0 43,012 11.5 422 104.0 2,052 17 924,974 24 451 144

なし 798 3069.9 377,687 2972.7 473 96.8 830 478 392,748 453 473 95

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 261,549 452.5 - - - - 1,777,618 127 - -

緑茶 232 112.5 465,874 113.6 2,008 101.0 1,662 81 3,603,694 91 2,168 111

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１２年）

品 名
９ 月 ９ 月 ま で の 累 計
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全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

24年 5月 100.1 100.0 110.2 98.8 100.7 24年 5月 105.8 105.0 99.5 145.5 98.9

6月 99.6 91.0 104.5 98.8 102.0 6月 95.3 105.1 86.9 113.5 100.7

7月 99.3 89.9 96.0 98.8 101.1 7月 95.4 105.1 86.8 103.1 102.6

8月 99.4 86.8 98.6 99.0 101.7 8月 91.5 105.3 71.3 97.2 102.7

9月 99.6 86.9 95.0 99.1 100.6 9月 91.9 107.2 72.5 85.5 101.9

愛

知

県

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  

24年 5月 100.3 103.4 114.0 100.7 103.2 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

6月 100.0 98.2 103.5 99.8 104.7  

7月 99.6 93.6 97.5 100.0 101.7

8月 99.6 89.0 99.4 99.6 102.5

9月 99.4 88.0 93.6 98.3 99.3

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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じ
） 

５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

24年 5月 2,039 226 232 662 427 373 178 429 226 481 664 153 645 

6月 2,079 128 194 708 365 304 165 389 232 427 606 154 636 

7月 2,118 116 161 707 293 282 141 416 274 446 592 141 684 

8月 2,131 101 167 701 294 299 132 331 271 452 529 152 ― 

9月 2,131 85 136 609 309 290 127 313 241 448 594 167 ― 
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肉
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牛 

肉
（
ロ
ー
ス
）

ま

ぐ
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１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

24年 5月  ― 247 351 142 216 903 554 153 179 315 230 830 404 

6月  ― 263 359 148 217 808 536 168 163 316 232 805 390 

7月  ― 309 343 ― 208 756 533 141 157 302 230 817 400 

8月  ― 286 331 ― 200 809 530 153 179 288 223 832 414 

9月   570 269 343 ― 196 751 528 149 177 292 227 811 360 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


